
凡 例

：新規ボーリング調査地点

：既存ボーリング調査地点

：一次対策掘削範囲

：有害物掘削除去範囲
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ク－５ ： 1,4-ジオキサン

ｎ4 ：一次対策で掘削除去(10m×10m×3.1m)

深度 2.1m 0.12mg/L(0.05mg/L)

ｎ1 ：二次対策で掘削除去

深度 5.8m 0.057mg/L(0.05mg/L)

n1

ケ－３ ： ふっ素

深度： 9.0m～12.0m 0.81mg/L(0.80mg/L)

ボーリング長 L=10m ５箇所ク－３ ： ダイオキシン類

深度： 3.0m～6.0m 1,300pg-TEQ/g

(1,000 pg-TEQ/g)

ボーリング長 L= 4m １箇所

○1,4－ジオキサンの掘削と二次調査ボーリングについて

○今後の進め方について

A 区画

1/23 EM 探査 → 2/2 現場確認 → 二次調査ボーリング → キャッピングシート敷設

→ 完了（埋め戻しは二次対策工事）

B 区画

1/30 EM 探査 → 2/2 現場確認 → キャッピングシート敷設のため一部埋め戻し・整形

→二次調査ボーリング → キャッピングシート敷設 → 完了（埋め戻しは二次対策工事）

C 区画

12/4 EM 探査（高い磁化率なし） → 1/19 現場確認 → 一部追加掘削 → 全部埋め戻し

→ 完了

D 区画

12/12 現場確認（掘止確認・簡易溶出試験不検出）

→ ﾍﾞﾝｾﾞﾝ（公定法）土壌環境基準超過なし → 埋め戻し

→ 1,4－ジオキサンの掘削・仮置き → 全部埋め戻し → 完了

東側焼却炉跡

コンクリート擁壁・床版・ピット取り壊し → EM 探査（2/中旬～下旬）

→ キャッピングシート敷設 → 完了
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東側焼却炉跡

擁壁・床版

ピット

D 区画埋め戻し一次対策で仮置き

二次対策で処分 1.1m～3.1m

一次対策で仮置き 0～1.1m

D 区画埋め戻し・1,4-ｼﾞｵｷｻﾝ掘削イメージ


